
令和 元 年９月 26 日 
新潟県病害虫防除所 

 
令和元年度 

新潟県病害虫発生予察速報第 12 号 
（オオタバコガの急増に注意） 

 
１ フェロモントラップの誘殺状況 
（１）オオタバコガの成虫の８月のフェロモントラップにおける誘殺数は、山間部平坦部では平年並

～やや少なく、山間部では平年比やや多～多かったが、９月以降は平場でも急増している（図１）。 

（２）特に９月第３半旬以降、聖篭町（県園芸研究センター）、新潟市西区では 100 匹以上の高レベル

の誘殺が認められ、今後も増加が予想される（図１）。 

（３） 新潟地方気象台９月19日発表の１か月予報によると、気温は平年比高いと予想されており、

本種の増殖、食害に助長的である。 
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聖籠町真野（園研セ）
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新潟市西蒲区巻甲（大学校）
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２ 今後の対応 

（１）本種は広範囲の作物を食害する。キャベツ、ブリッコリーなどのアブラナ科の露地野菜を中心

に幼虫の発生に注意し、発生が認められる場合は早急に防除を実施する。 

（２）幼虫は中齢期以降、結球部、果実、花らいなどに潜り込む。被害果や被害株は内部に幼虫が生

息している場合があるので、ほ場外に持ち出して処分する。 

（３）施設栽培では開口部を防虫網で覆い、成虫の侵入防止に努める。 

 

図１ フェロモントラップにおける各地のオオタバコガ成虫の誘殺消長 
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